


















































































表 1： 農家数（単位：戸） 
  総農家数 
専兼業別農家数 
専業農家 第一種兼業農家 第二種兼業農家 
1960 199 16 117 66 
1970 59 4 21 34 
1975 57 - 2 55 
1980 53 1 8 44 
1985 50 1 8 41 
1990 45 2 5 38 
1995 40 1 9 30 
2000 36 - - - 
2005 18 2 - 16 





年にはその数が 0 となっている。しかし第二種兼業農家は、1960 年から 1970 年にかけて半分程
度に数を減らしたものの、1975年にはまた数が増加した（表1）。 




















表 1： 農家数（単位：戸） 
  総農家数 
専兼業別農家数 
専業農家 第一種兼業農家 第二種兼業農家 
1960 199 16 117 66 
1970 59 4 21 34 
1975 57 - 2 55 
1980 53 1 8 44 
1985 50 1 8 41 
1990 45 2 5 38 
1995 40 1 9 30 
2000 36 - - - 
2005 18 2 - 16 





年にはその数が 0 となっている。しかし第二種兼業農家は、1960 年から 1970 年にかけて半分程
度に数を減らしたものの、1975年にはまた数が増加した（表1）。 









表 2 経営耕地面積規模別農家数（単位：戸） 
  0.3ha未満 0.3～0.5ha 0.5～1.0ha 1.0～2.0ha 2.0～3.0ha 3.0～5.0ha 5.0～10.0ha 
1960 28 66 90 12 3 - - 
1970 9 18 23 9 - - - 
1975 13 19 15 10 - - - 
1980 8 25 13 4 2 1 - 
1985 12 16 10 9 3 - - 
1990 - - - - - - - 
1995 - - - - - - - 
2000 - - - - - - - 
2005 - 6 9 3 - - - 
2010 - 5 11 5 1 1 1 
（出所：農業センサス） 
 
表 3 経営耕地面積 
  面積計 田 畑 樹園地 
1960 10549 6605 3890 54 
1970 3670 2420 1220 30 
1975 3185 2352 813 20 
1980 3547 2122 1413 12 
1985 3308 2225 1050 33 
1990 2588 1903 657 28 
1995 2413 1824 559 30 
2000 2236 1611 595 30 
2005 1312 1144 177 - 
2010 2945 2072 812 61 
（出所：農業センサス） 
 












表 4 農業就業人口（単位：人） 
  総計 
男 女 
15~29 30~39 40~59 60~64 65~    15~29 30~39 40~59 60~64 65~    
1960 620 267 353 
1970 76 3 2 11 5 5 5 9 27 5 5 
1975 62 6 1 3 4 4 9 5 15 11 6 
1980 59 3 2 4 13 13 3 3 13 7 9 
1985 54 - 1 7 11 11 2 - 13 7 7 
1990 56 - 657 6 17 17 1 1 13 4 8 
1995 48 1 - 3 13 13 1 - 8 6 11 
2000 - - - - - - - - - - - 
2005 23 1 - - 7 7 - 1 1 4 9 



















円であったが、今では 10 万～20 万円でも誰も買わない。ピーク時には 240 坪の田に 340 万円の
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払っているが、これも F さん（耕作者）の負担になったら、F さんは農業をやめようと考えてい











































































































ゃは、ブランド化してから 10 年程経っている。糖度は 11 度とスイカ並みに甘いことで人気があ
る。かぼちゃは1玉2kg程で、1箱5玉の計10㎏単位で出荷している。4、5年前はそれぞれ3,000
円程だったが、年によっては 2,000～2,300 円となったりする。さらにそこから手数料、運賃など
で 500 円ほど引かれる。有機肥料にこだわっており、それが甘さの理由かと思われる。毎年、育
て方を試行錯誤しているという。 
Kさん（下稲荷、男性、80歳代）の話によると、戦時中は肥料が無かったので、牛か豚を飼い、
フンを堆肥にして使っていた。Hさん（中鵜島、50歳代、女性）の話では、大きな木の桶を「お
いごい」と言い、中に下肥を溜めておいた。大人の背の高さ程の大きさの桶で、地面に埋めてある
ものもあった。桶は、地主の土地に置いていた。 
畑は牛で耕していた。便も全部畑の肥料にしており、便を使うと野菜がよく出来た。昔は、
山の方でも畑をしていたが、今では耕作放棄地になった。海の方の畑では今でも野菜を作って
いる。 
鶏を飼育している場合、鶏は売らず、自分の家で卵をとったり、肉を食べたりした。大晦日
のごちそうが鶏の肉のすき焼きとタラ汁だった。正月以降は鶏の出汁でもちの雑煮を食べた。 
食肉用の黒毛牛を飼っていた。Hさんの住む地域では、黒毛牛を飼っていたのはHさんだけ
だという。米作りで出た藁や、米ぬか、林檎の皮などを牛のエサにしていた。乳牛は飼ってい
なかったという。牛小屋を「ぼっこ」と言う。 
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6. おわりに 
 
生業についてまとめてきたが、変化していく時代の中で、宝立の人たちが生きるために様々な
工夫をこらしてきたことが分かった。 
宝立でいただいたご飯はどれも非常に美味しかったです。お裾分けしていただいた野菜や果物
も、美味しくいただきました。最後に、今回の調査において関わっていただいた全ての方々に、心
から感謝を申し上げます。 
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